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会議内容 

本国際ワークショップは、原子核のクラスター的性質を中心テーマに据えた「SOTANCP 会議シ

リーズ」の第３回目である。今回の会議では、原子核クラスターに関係する以下の９つのトピックス

を取り上げた。 

1. Cluster structures and many-body correlations in stable and unstable nuclei  

2. Clustering aspects of nuclear reactions and resonances  

3. Alpha condensates and analogy with condensed matter approaches  

4. Role of tensor force in cluster physics and ab initio approaches  

5. Clustering in hypernuclei  

6. Nuclear fission, superheavy nuclei, and cluster decay  

7. Cluster physics and nuclear astrophysics  

8. Clustering in nuclear matter and neutron stars  

9. Clustering in hadron and atomic physics  

会議の構成は、上記の各トピックスに関して世界を牽引している研究者に招待講演を依頼し、

その他に一般講演を募集した。実際には原子核クラスターと関連深い様々な研究テーマが報告さ

れ、実験・理論の両方の側面から活発に議論が行われた。5 日間にわたり、各発表者が最先端の

研究成果を報告し、合計 101 の講演発表が行われた。会議全体の参加者数は約 122 名、うち外

国からの参加者は５３名となり、非常に盛況であった。特に日本を含め国際的に次世代をになう若

手研究者の参加が目立った。 

次回の SOTANCP会議の開催も決定したので、それに向けて、日本の研究者が原子核クラスタ

ー物理について更に発展させていくことが期待される。なお会議の proceedings は、Journal of 

Physics: Conference Series Vol.569にて出版された。RCNP には会議の開催にあたり、多大な

る援助をいただくことができ、大変感謝している。 
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